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 わたしがろんごじゅくにかよってよかったなとおもったことは、にったせんせいがおべんきょうをおしえてく

れるからです。 
 しらなかったことをおとなのじゅくせいにも、いつもおしえていることがすごいなとおもいます。 
 わたしも、にったせんせいのろんごじゅくは、ただしくおべんきょうをまなべるからたのしいです。 
 ざぜんは、あしがいたいけどがんばります。 
 べんろんたいかいのことでは、たくさんのおきゃくさんが目のまえにいてきんちょうしたけど大きなこえで、

はっぴょうをがんばりました。もう二どとでれないけれども、大きくなったらもう一どでてみたいです。 
 すきなしょうくは、「子曰わく、父母在せば、遠く遊ばず。遊ぶこと必ず方あり。」です。 
 りゆうは、お父さんやお母さんにしらせなかったら、しらない人につれていかれてあぶない目にあうかもしれ

ないからです。でかけるときは、わたしもきをつけようとおもいます。 
 これからも、ろんごじゅくをつづけたいです。 
 
※ 来月(1 月)は、髙橋 せれん さん(小 6)にお願いします。 
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「ろんごじゅくにかよってよかった。」 
札幌市立幌北小学校１年 前山 彩 


